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近畿大学推薦〈物理〉
波動・熱に関する出題

前半 (1)も含めて，やや難易度の高い問題。
特に，音源から観測者まで音波が伝わる時間を正しく
考えられたかどうかで差がつき，初見で完答するのは難しい。
メビオでは通常の授業内で数日前に同じタイプの問題を演習して
いたので，本番では迷うこと無く解けて時間も節約できたはず。
他の受験生にも大きく差をつけることができたでしょう。

【メビオ 後期テキスト】より 11月実施

※試験問題、直前テキストとも掲載用にレイアウトを多少変更しています

コメント 試験直前に
演習！

20 後期テキスト 波動・熱 第 3章 音波

▲
■
▼問題 3‒3‒5
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B図のように，大きさの無視できるブザーが，一定の振動数
f 0 の音を発しながら，点 O を中心とする半径 r [m] の円軌
道を一定の速さ v [m/s]で反時計回りに回転している．この
とき，この円軌道と同一平面内にある軌道外の点P で聞こえ
る音の振動数は軌道上のブザーの位置によって周期的に変化
した．音速をV [m/s]とし，以下の問に答えよ．ただし，風
の影響はないものとする．

(1) 最も低い振動数の音を聞いてから最も高い振動数の音を聞くまでの時間を測定したところ，
4πr
3v [s] であった．この間に点O からみてブザーが回転した角度 [rad]を求めよ．

(2) (1) の結果を使って，点O から点 P までの距離OP [m]を r を用いて表せ．

(3) 点 P で振動数 f 0 の音を聞いてから，再び f 0 の高さの音を聞くまでの時間を調べたところ2通り
の時間が観測された．それぞれの時間間隔を求めよ．

▲
　
　問題 3‒3‒6（音源の動きとドップラー効果）
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一定の振動数 f 0 [Hz]の音を発する音源が，静止している人に速さ v [m/s]
で近づき，また遠ざかるとき，振動数 f = u

u－v f 0 の音に聞こえる．こ

こで，u [m/s] は音の速さで，u > v である．また，v は音源が近づくと
き，正とする．図に示すように，O 点に静止している人から a [m] 離れた
直線上を，速さ v0 [m/s] の音源が A から B に向かって進んできて，O 点
を中心にして半径 a の円を描き，その後，AB と直角方向の直線上を CD
の方向へ遠ざかっていった．AB 間の距離を l [m] とする．また，a は，音
源が単位時間に進む距離より十分大きいとする．

(1) 　音源が静止していた場合の音波の波長 λ0 を，u，f 0 を用いて表せ．

(2) 　音源の速さの AO 方向への成分 v を v0，a，l を用いて求めよ．

問われていることが同じ！

設定が
同じ！


